
開催日

会　場

2017年11月4日（土）
13：30～16：45（受付12：50～）

申し込み方法 下記の参加申込書に必要事項を記入して、FAX か、メールによる送信をお願いします。
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しずおか中部連携中枢都市圏地域課題解決事業採択事業

　今日、小・中学校の通常学級に在籍する発達障がいの児童
生徒に対する指導・支援のあり方が問われています。本研究会
では、これまで主に特別支援学校で取り組まれてきた多重感
覚環境の設定によるスヌーズレン教育を通常学校に適用して、
その有効性や可能性を追求しています。当日は、常葉大学の
教員の講演と学生によるスヌーズレン教育実践の中間報告の
他に、全国の通級指導教室や特別支援学校での実践事例と教
材の紹介もございます。
　多数の皆様のご参加をお待ちしております。
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開始、挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
基調講演･･･姉崎　弘 （常葉大学教育学部教授）
「通常学校の発達障がい児等へのスヌーズレンの授業の可能性について」
 スヌーズレン教材の紹介･･･山根文夫 （三笠産業株式会社専務取締役）　
「わが国初のブラックルーム『きらめきの三笠館』の取組の紹介」
休　憩
実践報告①･･･東　法子 （兵庫県赤穂市立塩屋小学校教諭・通級指導教室）
「小学校通級指導教室における発達障がい児等へのスヌーズレンの授業実践」
実践報告②･･･酒井そら （常葉大学教育学部4年）
「小学校の発達障がい児への取出しによるスヌーズレンの授業実践（中間報告）」
休  憩
実践報告③･･･藤澤　憲 （和歌山県立和歌山さくら支援学校教諭）
「特別支援学校におけるスヌーズレンの授業と教材・教具の紹介」
全体質疑 
挨拶、終了

スヌーズレン教育研究会のご案内
―通常学校におけるスヌーズレンの授業の可能性―

主　催 ISNA日本スヌーズレン総合研究所　所長　姉崎　弘
〒420-0911　静岡市葵区瀬名1-22-1　常葉大学教育学部　姉崎　弘研究室内
http://www.snoezelen-research.jp/

勤務先 職名

ご氏名 TEL

E-mailアドレス FAX

※ご記入いただいた個人情報につきましては、主催者と協力会社の規定により次のとおり適切な安全管理措置を講じます。
　1.本研究会の実施に使用し、目的外には使用いたしません。　2.協力会社より主催者以外の第三者への提供は行いません。　３．主催者及び協力会社にて共同で利用いたします。

【 11月 4 日（土） 第 1回スヌーズレン教育研究会参加申込書 （FAX） 】

E -ma i l  :  i n f o@boo kway. j p    　 FA X  : 07 9 -2 2 3 - 3 52 3（小野高速印刷株式会社 出版事業部）

　通級指導教室の暗い空間で蛍光教材を用いた授業

学術研究出版/ブックウェイ
（小野高速印刷株式会社 出版事業部）
E-mail ： info@bookway.jp  FAX : 079-223-3523

協　力


